


要約:東京都内の一定の地域において継続して行っている脳性麻痺と重度重複障害との発

生率、およびその障害の原因や重症度の調査結果を報告した。脳性麻痺の発生率は出生千

あたり 2.04 であり、経年的にみてほとんど変化は認めなかった。また重度重複障害例が

脳性麻痺例中の過半数を占め、障害の重度化が明らかであった。脳障害の発生時期は出生

前の時期が全体の約 2/3、周生期が 1/3 であった。しかし出生前の時期の脳障害は予防対

策が困難な例が多く、当面は周生期の障害発生予防に尽力するべきであると考える。


